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1. はじめに 

近年，様々な地域で豪雨による大規模な洪水

が発生し，多数の死者行方不明者を出している．

フィリピンでは 2020 年 11 月に台風 22 号による

大規模な洪水が発生し，甚大な被害が出ている．

IPCC第5次評価報告書では地球温暖化によって豪

雨の強度が高くなりより頻繁になると述べてお

り，今後，豪雨による災害が多くなることが懸

念されている．洪水の早期警戒のためには，観

測データを集約し，それらを用いて計算された

洪水予測結果をリアルタイムで防災担当者に提

供する必要がある． 

そこで本研究では，フィリピンにおける洪水

早期警戒のためのデータ共有システムを試作し

たので報告する．具体的には，我々が開発して

いる API群を用いて，現地雨量計データ，衛星観

測による雲画像・降雨マップ等をリアルタイム

で収集し視覚化を行い，洪水氾濫モデルをリア

ルタイムで計算して浸水深の視覚化を行って，

それら視覚化結果を Webページ上に表示すること

で実現した． 

 

2. 関連研究 

日本における洪水関連の情報共有システムと

しては気象庁の「洪水警報の危険度分布」[1]が

あり，多様な観測データ，気象予報，スーパー

コンピュータを用いた浸水予測[2]等の表示によ

って実現されているが，本研究では，観測網が

脆弱な発展途上国で洪水関連の情報共有システ

ムを適用可能とするために，雨量計データやグ

ローバルな降雨マップ等に限定し，これらを用

いて精緻な洪水予測を行うという点が気象庁の

システムと異なる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. システム構築 

フィリピンにおける洪水早期警戒のためのデ

ータ共有システムは，データ統合・解析システ

ム(DIAS)上に構築する．DIAS は数十ペタバイト

のストレージに地球環境に関する多様なリアル

タイムデータを蓄積しており，プラットフォー

ム上でアプリケーションを稼働させることで

様々な社会課題を解決することが出来る[3]． 

現地観測による雨量計データは，DIAS 上のデ

ータ収集 APIによって，フィリピン大気地球物理

天文局(PAGASA)のサーバへリアルタイムでクロ

ーリングを行って DIAS に蓄積する．DIAS 上で蓄

積している，ひまわり 8 号の雲画像[4]や GSMaP

の降雨マップ[5]は，フィリピン領域を切り出し

て保存する．洪水予測については，前述の雨量

計データおよび降雨マップを用いて降雨流出氾

濫 モ デ ル (Rainfall-Runoff-Inundation: RRI 

Model)[6]によってリアルタイムで計算し，予測

結果を保存する． 

各データの視覚化は，DIAS上の視覚化APIを使

用する．具体的には，雨量計データはグラフ化

を行い，雲画像，降雨マップ，洪水予測結果は

画像化およびアニメーション化を行って地図と

重ね合わせる．視覚化結果は Webサーバ上に置き，

ユーザが Webブラウザ上で閲覧できるようにする． 

 

4. 実験結果 

本章では，前章で構築したシステムの結果に

ついて述べる． 

図 1は，雨量計データの表示結果である．左上

に観測地点を地図上で表示し，右上に地点毎の

雨量の概要(直近の 1 時間雨量，24 時間雨量，3

日間雨量，30 日間雨量)を表示し，その下に地点

毎の雨量を時系列グラフで表示した．正常にリ

アルタイムで雨量を表示することができた． 

図 2は，降雨マップの表示結果である．降雨強

度について，弱い雨は水色，強い雨は赤色のよ

うにカラー化し，地図と重ね合わせて表示した．

また，時系列の降雨マップをアニメーションで

表示することも可能である．図 2 は 2020 年の台

風 22号のアニメーションであるが，雨域の動き 
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図 1 雨量計データ 

 
図 2 降雨マップ 

 
図 3 洪水予測 

や降雨強度の変化を視覚的に理解することが可

能となった． 

図 3は，リアルタイム洪水予測の表示例である．

地図上に浸水深を重ね合わせて表示した．白が

浸水なし，水色は低い浸水深，赤色は高い浸水

深を表しており，時系列のアニメーションで表

示した．洪水氾濫モデルの入力である雨量計デ

ータおよび降雨マップの最新データが取得され

ると，洪水予測を計算し表示ページが更新され

る．これにより，最新の浸水場所やその深さを

容易に理解することが可能となった． 

 

5. まとめ 

本論文では，フィリピンにおける洪水早期警

戒のためのデータ共有システムの試作，および，

当該システムを稼働した結果について述べた．

結果として，洪水の早期警戒を行うためのデー

タを集約・統合して，フィリピンの関係機関と

データ共有を行えるようになった．水門の管理

や住民避難に役立てられることが期待される． 

今後は，対象領域を拡大するとともに，気候

変動による影響評価やハザードマップ等のデー

タを視覚化して表示する予定である．また，当

該システム上のデータを理解して防災の施策立

案に役立てることを目的とした e-learning ツー

ルの開発・実装を行っていく予定である． 
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